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2日間で7500人が神楽に酔う
ひろしま神楽の日20１６
　9月24日（土）・25日（日）の両日、広島駅南口地下広場で、ひろ
しま神楽の日2０１６が開催されました。
　この催しは、広島市内の方々に神楽の上演を間近で見ていただく
ことで魅力を伝え、神楽が盛んな市町を訪問するきっかけづくりに
なればと県内7市町で構成する“神楽”まち起こし協議会が主催し、
今年で4回目の開催。広島市、三原市、廿日市市、安芸高田市、安
芸太田町、北広島町の神楽団体が１団体ずつ2日に分けて出演しま
した。安芸高田市からは八千代神楽団が「紅葉狩」を披露しました。
　鬼女の面の早替わりや、激しい戦いの場面では、会場に集まった
大勢の観客から大きな拍手が送られていました。

神楽は世代を超えて愛される
美土里こども神楽発表大会・美土里神楽発表大会
　9月１9日（日）、神楽門前湯治村・神楽ドームにおいて「第１8回美土里こども神楽発
表大会」が行われました。舞台に出演したのは2歳から中学3年生までのこどもです。
緊張した表情で一生懸命舞う姿に観客からは拍手が絶え間なく沸き起こりました。
　また、9月24日（土）・25日（日）の2日間には、同会場において「第4１回美土里神
楽発表大会」が開催されました。美土里町にある１3の神楽団と、特別出演の美土里中
学校神楽同好会が華麗な舞を披露しました。観客は迫力ある神楽を満喫し、満面の笑
顔を浮かべていました。

美土里町の魅力を堪能
美土里米舞まつり
　9月24日（土）・25日（日）の2日間、神楽門前湯治村において、
「美土里米舞まつり」が美土里神楽発表大会と同時開催されました。
　新米ごはんや新米もちを試食できる食イベントや、日之原太鼓・
深瀬ひょっとこ踊り、園児発表、本郷はやし田の実演など、充実
した野外ステージがありました。さらに、じゃんけん大会ではカー
プCSチケットなどの豪華賞品があり、多くの観客が奮って参加し
ていました。
　また、ふるさと屋台では地元産直野菜やプチジビエ、鯖寿司、
巻きずし、和牛の焼肉等多くの出店があり、秋の収穫祭を祝うま
つりは終始観客で賑わっていました。
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甲立古墳って“すごい”です
シンポジウム「国史跡甲立古墳」
　9月１7日（土）、クリスタルアージョ・ホールで、シンポジウム「国史跡
甲立古墳」が開催されました。
　広島県の古墳研究を主導する脇坂光彦さんの基調講演の後、第一線の研
究者によるシンポジウムが行われ、甲立古墳の実像について語られました。
　会の中では、遺跡とは、史跡とは何か、そして甲立古墳の貴重な価値に
ついて、当時の歴史的な背景や出土した埴輪などの考古学的な話をわかり
やすく解説されました。
　まだまだ解明されていない部分も多く、その調査と同時に保存活用を市
民と協働してどう展開すべきか、期待が益々膨らんでいくことが伺われま
した。

みんなで減災
吉田小学校防災教室
　9月3０日（金）、吉田小学校体育館において、5年生児童58名
と保護者が集まり、防災教室が開催されました。
　この教室は、保護者と同校が企画し、県の自主防災アドバイザー
の2名を講師に招いて、防災に対する意識を高める取り組みです。
　防災クイズでは、◯Ｘ形式で楽しみながら知識と対応について
学習し、また紙しばい「いなむらの火」を真剣に聞き入っていまし
た。
　地震や土砂災害の怖さについて再認識するとともに、けがなど
の応急手当の実技もあり、児童と保護者が一緒に災害について考
える貴重な機会になりました。

認知症を正しく理解しよう
認知症サポーター養成講座を開催
　9月28日(水)、クリスタルアージョにおいて、認知症サ
ポーター養成講座を開催し、83名の方の参加がありました。
　平成2０年度から始めたサポーター養成講座は１０６回目
を迎え、延べ3,１48人の認知症サポーターが誕生していま
す。認知症サポーターとは、認知症について正しく理解し、
認知症の方や家族を応援する方のことを言います。
　受講者は、寸劇を交えた講義、認知症の方やその家族に
対する対応について学びました。講座終了後には、今後、
近所の方や家族を温かく見守り、優しく声を掛けていきた
いといった感想が寄せられました。

音色もさることながら演出も見応え十分
安芸高田ウインドアンサンブル定期演奏会
　9月１8日（日）、高宮田園パラッツォホールにおいて、安芸高
田ウインドアンサンブル第１2回定期演奏会が開催されました。
　2１世紀になって結成された安芸高田ウインドアンサンブルに
より、様々なジャンルの楽しい演奏が繰り広げられ、満員の会
場は一体感を強めると同時にやさしい音色に包み込まれました。
　また、吉田中学校吹奏楽部も出演し、息の合った演奏に客席
からは惜しみない拍手が送られました。
　“ちゃぶ台返し”のコントで笑いを誘い、四半世紀ぶりのカー
プ・リーグ優勝を祝した「それゆけカープ」の演奏と合唱で会場
を大いに沸かせました。
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